「内密出産」としての虚偽の嫡出子出生届 -親子関係存否確認事件を通して考える- by 石井,美智子


























































(3)旧 341条の 1、現 326条。西希代子「母子関係成立に関する一考察」本郷法政紀要 10号
397頁。
(4)渡辺富久子「ドイツにおける秘密出産の制度化」外国の立法 260号 65頁。



























(8)大判明治 37・1・23民録 10輯 931頁は、次のように判示している。
「戸籍簿は・・・反証あらざる以上は正当に作成せられたるものにして之に登載事項も
亦真正の事実なりとの推定為さざるべからざるものとす」。
(9)大判大正 5・2・3民録 22輯 156頁は、次のように判示している。
「戸籍法第 164条に所謂法律上許すべからざる記載とは戸籍の記載自体より其記載事項
が法律上許すべからざることの顕わるる場合を指称するものとす」。
林屋礼二「親子関係存否確認の訴え」『新版注釈民法 (23)親族 (3)親子 (1)』（有斐閣、2004
年）、兼子一「親子関係の確認」『家族制度全集法律篇Ⅲ親子』（河出書房、1937年）。大
判明治 33・4・17民録 6輯 4号 84頁は次のように判示している。「親子関係の確認は法
律関係の確認にして事実の確定訴訟にあらず、故に特殊の規定なきも許すべき」。また、
大判昭和 11・6・30民集 15巻 1281頁は、親子関係確認訴訟が人事訴訟であることを明
らかにした。
































(13)大判大正 8・2・8民録 25輯 189頁、家督相続権回復請求事件。
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(16)大判昭和 13・7・26法律新聞 4312号 3頁、「法燈ゆらぐ金光教」。
(17)大判昭和 13・7・26法律新聞 4323号 10頁、身分関係等確認請求事件。
(18)大判昭和 13・7・26民集 17巻 1481頁。
5
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自己の子とする意思がない場合には、養親子関係は認められないと判示した。
〈事実〉 Yは、明治 21年 10月 21日、妻妾同居するAの妾Bの私生子として
出生したが、Aと妻Cの間に出生した嫡出子として届出られ、戸籍簿上三男として
記載された。大正 8年 12月 17日にAが死亡してYが家督相続し、大正 9年 1月
10日に届出た。Xは、明治 27年 11月 3日にAとCの間に出生した嫡出子である


















〈事実〉 A（大正 14年 2月 14日死亡）がYと私通し、明治 42年 6月 7日にX
を分娩したが、当時AとYは何れも相当の家庭に在ったため、之を恥じてB夫妻
の嫡出子として虚偽の出生届を出した。Xは、B家に在籍し、大正 7年 3月 4日に
B死亡により、家督を相続して戸主となったが、戸籍訂正しないまま、Yの認知
を求めて訴えた。Xの主張によれば、Yは一時Xを引き取って扶養した。原審がX
(19)大判昭和 7・12・14民集 11巻 2323頁、私生子認知請求事件。
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④昭和 11年 11月 4日大審院判決(20) 慰藉料請求事件
わらの上からの養子が親子関係不存在確認訴訟を提起して勝訴したのに対し、「養
(20)大判昭和 11・11・4民集 15巻 1946頁、慰藉料請求事件。
7







〈事実〉 Yは明治 40年 3月A夫妻の三男として出生したが、X夫婦が事実上の
養子としてもらいうけ、同年 4月 1日にX夫婦の長男として届出た。X夫婦はY
を養育していたが、明治 44年 3月にXの夫が死亡したため、XはYの養育に窮し
て、同年中当時 5歳のYを実家のA方に引渡した。Xは昭和 9年 28歳の時にB方
に入夫婚姻するため、戸籍を訂正する必要上、Xを相手取り、YはAの三男でX
の嫡出子でないことを原因として上記出生届無効（親子関係不存在）確認訴訟を提
















































(21)大判昭和 18・2・16法学 12巻 790頁、親子関係不存在確認請求事件。
(22)大判大正 7・7・5法律新聞 1474号 18頁、養子縁組無効確認請求事件。
9
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を容れざる所なる」。




〈事実〉 YはAとB間の私生子として出生したが、大正 8年 3月 20日にAの兄




















(23)大判昭和 3・6・26法律新聞 2890号 15頁、養子縁組無効確認請求事件。
(24)大判昭和 4・7・4民集 8巻 686頁、親族関係不存在確認請求事件。
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〈事実〉 YはAの私生子として生まれたが、昭和 4年 3月 28日にB夫妻の二男
として出生届出され、B夫妻の代諾によってCと養子縁組し、昭和 5年 5月 22日









⑩大正 15年 10月 11日大審院判決(26) 預金返還請求事件
(25)大判昭和 13・7・27民集 17巻 1528頁、養子縁組無効確認等請求事件。
(26)大判大正 15・10・11民集 5巻 703頁、預金返還請求事件。
12



























たが、Aが大正 9年 6月 21日に死亡した後、同年 9月 1日区裁判所の戸籍訂正決
定によってAの私生子男と戸籍訂正された。その上で、Xは、遺産相続による共
有権確認等を求めた。原審は、私生子の母子間は分娩の事実によって当然法律上の
(27)大判大正 10・12・9民録 27集 2100頁、共有権確認抵当権登記更正手続請求事件。
13



























に登載された。Aは、昭和 13年 5月 20日に戦死した。CDは既に死亡している。
(28)大判昭和 10・7・16民集 19巻 1278頁、身分確認請求事件。
(29)大判昭和 17・3・10法律新聞 4773号 4頁、父確認請求事件。
14




















































(30)最判昭和 25・12・28民集 4巻 13号 701頁、身分関係不存在確認請求事件。
(31)最判昭和 49・12・23民集 28巻 10号 2098頁、相続回復請求事件。
16






〈事実〉 Yは、昭和 15年 3月 13日に韓国人AとBとの間に男女の双子の 1人
として出生したが、生後 1週間ほどで韓国人CとD夫妻に貰い受けられ、同年 8
月 20日同夫妻の嫡出子として韓国の本籍地の邑面長に届け出られ、その旨戸籍に



















































〈事実〉 Yは、大正 11年 1月頃A夫婦間の子として出生したが、同年 3月 13
日にBX夫婦が引き取り、同年 9月 22日にBX間の嫡出子として出生届出し、長
男として実子同様に育てた。実子同様の関係はBとはBが死亡した昭和 36年 11
(32)最判昭和 50・4・8民集 29巻 4号 401頁、相続回復、所有権更正登記手続請求事件。
18
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月 15日迄、XとはXが家を出た昭和 37年 4月 30日迄続いた。Bの遺産である土



























(33)最判昭和 27・10・3民集 6巻 9号 753頁、養子縁組無効確認請求事件。
19






大正 4年 6月 9日、同夫妻の代諾により、Y2夫妻と養子縁組した。Y2は、大正



















⑱昭和 53年 2月 24日最高裁判決(35) 貸金請求事件
最高裁が虚偽の嫡出子出生届に認知の効力を認めた判決である。中華民国籍の
父が婚外子を嫡出子として虚偽の出生届、また母について虚偽の名で出生届出して
(34)最判昭和 39・9・8民集 18巻 7号 1423頁。
(35)最判昭和 53・2・24民集 32巻 1号、貸金請求事件。
20







〈事実〉 中華民国籍のAは昭和 21年 8月 26日にX1と婚姻した。Bとの間に
出生したX2、3、Cとの間の子X4、5をX1との間の嫡出子として、また、X6を
架空の女性Dとの間の子として出生届出した。Aは、昭和 41年 3月 31日、Yに




















(36)最判昭和 37・4・27民集 16巻 7号 1247頁、親子関係存在確認請求事件。
21

















〈事実〉 Aは、X1と妻X2とが大正 9年 12月 23日に婚姻届出する前の大正 4
年 11月 20日に出生したため、X1の母Bの子として虚偽の出生届出され、X1の
弟として戸籍に記載された。けれども、AはXの子として育てられた。Bは昭和
17年 4月 9日に死亡した。Aは、昭和 16年 2月 13日にCと婚姻し、昭和 17年 9









(37)最判昭和 34・5・12民集 13巻 5号 576頁、親子関係不存在確認請求事件。
22
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れた。昭和 17年 9月 28日にAが死亡し、Y1が家督相続した。本件不動産につい
ては、家督相続による所有権取得登記をした。昭和 30年にY2が本件不動産につ
き、抵当権を取得し、登記した。昭和 31年に、X1は、Y1を相手方とし、親子関係

















(38)最判昭和 37・7・13民集 16巻 8号 1501頁、相続登記抹消等請求事件。
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は、昭和 11年 7月 2日に死亡した。Dの夫 Iが昭和 33年 7月 21日死亡し、同人
の所有不動産をD、Iの姉 J、Iの妹Y1、Iの妹Kの 4名が相続したが、Dが同年
12月 22日に死亡した。





姉H（昭和 17年 11月 30日死亡）の三女で、Dの死亡した兄弟姉妹の直系卑属と
してX外 18名が本件物件を代襲相続したとして、本件各不動産の所有権移転登記
の抹消登記手続を求めた。訴訟中に Jが死亡し、その相続人Y2が訴訟承継した。










(39)最判昭和 39・3・17民集 18巻 3号 473頁、不動産分割協議無効確認等請求事件。
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〈事実〉 Aは、大正 10年 3月 16日にBが出産した庶子として父Cによって届
出られ、大正 15年 12月 23日にCとBが婚姻したことにより嫡出子となってい
る。真実は、Aは、B家の養女となったXと婿養子Dとの間に出生した。Aは、昭










(40)最判昭和 45・7・15民集 24巻 7号 861頁、母子関係存在確認請求事件。
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について、当裁判所がさきに示した見解（昭和 28年（オ）第 1397号、同 34年 5
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正を申請することができる」。







和 13年 8月 18日再婚したが、子ができなかったため、生後 10ヶ月の子Y2を引
き取り、AとY1との間に同月 20日出生した子として虚偽の出生届出をした。A


















(41)最判昭和 56・6・16民集 35巻 4号 791頁、親子関係不存在確認請求事件。
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(42)最判昭和 56・10・1民集 35巻 7号 1113頁、親子関係不存在確認請求事件。
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〈事実〉 Y1は、昭和 17年 11月 24日にAY2夫婦間に出生した子として届出ら
れているが、Y2夫婦の実子ではない。Xは、昭和 35年 2月 5日に同夫婦と養子縁
組をした養子で、20年以上も前からY1がY2夫婦の実子でないことを知ってい
(43)最判平成 9・3・11家月 49巻 10号 55頁、親子関係不存在確認請求事件。
29

































明治大学　法律論叢 91巻 1号：責了 book.tex page31 2018/10/17 09:23
「内密出産」としての虚偽の嫡出子出生届（石井）





























(44)最判平成 18・7・7民集 60巻 6号 2307頁、親子関係不存在確認請求事件。
31






























(45)最判平成 18・7・7家月 59巻 1号 98頁、親子関係不存在確認請求事件。
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養育した。Yは、高校卒業後もAXと同居し、家業の蕎麦屋を手伝った。Aが昭和
51年 9月 24日に死亡し、X、B、Yの 3名がその遺産のほぼ 3分の 1ずつ相続し
た。Yは、昭和 53年 5月Cと結婚し、家業の支店の営業を譲り受けて独立した。
Xは、平成 6年 5月 20日、Yを相手方として、東京家庭裁判所に親子関係不存在








































































められた昭和 27年までの 17件中では 5件）あり、養子の事実を隠すというより
も出生の秘密を隠すために虚偽の嫡出子出生届が行われているようにみえる。相









(46)水野紀子「戸籍の虚偽記載と訂正をめぐる問題」法時 88巻 11号 37頁。
(47)昭和 36・9・5民事 2008号通達。
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判決 年月日 出生年 真の身分 届出身分 申立人 相手方 請求 紛争の時期 紛争 裁判結果 備考
① T8.2.8
　
M1
　
私生子
　
別の夫婦の嫡出子
母方の祖母の養子＊
子
　
戸主
　
実家の家督相続
回復請求
養母の死後
　
相続
　
╳
　
＊離縁
代諾養子
② S13.7.26
　
M21
　
妾の子
　
実父の嫡出子
　
実父の嫡出
子
子
　
家督相続回復請
求
父の死後
　
相続
　
○
　
宗教団体
　
③ S7.12.14
　
M42
　
私生子
　 別の夫婦の嫡出子
子＊
　
実父
　
認知請求
　
戸籍上の父の死
後
不明
　
○
　
＊戸籍上戸主、
嫡出子
④ S11.11.4
　
M40
　
嫡出子
　 別の夫婦の嫡出子
元戸籍上の
母
子
　
慰謝料請求
　
子の親子関係不
存在確認請求後
扶養
　
△
　
⑤ S18.2.16
　
S13
　
私生子
　
実母の姉夫婦の嫡出
子
実母
　
子、姉夫婦
　
親子関係不存在
確認請求
不明
　
不明
　
○
　
⑥ T7.7.5
　
不明
　
不明
　
不明
代諾養子
不明
　
不明
　
養子縁組無効確
認請求
不明
　
不明
　
○
　
代諾権なし
　
⑦ S3.6.26
　
T8
　
私生子
　
実母の兄夫婦の嫡出子
代諾養子＊
養母
　
子
　
養子縁組無効確
認請求
養父の死後
　
不明
　
○
　
＊代諾養子縁
組時 6歳
⑧ S4.7.4
　
不明
　
妾の子
　
別の夫婦の嫡出子
実父夫妻の養子＊
実父の弟
　
子
　
親族関係不存在
確認請求
実父、実父の父
の死後
家督相続
　
○
　
＊M36戸籍上
の父母の代諾
⑨ S13.7.27
　
S4
　
私生子
　
別の夫婦の嫡出子
代諾養子＊
継母
　
子
　
養子縁組無効確
認請求
戸籍上の父の死
後
家督相続
　
○
　
＊戸籍上の父
母の代諾
⑩ T15.10.11
　
M43
　
妾の子
　
実父の嫡出子
　
子
　
実父の債務
者
預金返還請求
　
父の死後
　
預金
　
○
　
認知の効果
　
「母」親権者
　
⑪ T10.12.9
　
不明
　
私生子
　
祖父母の嫡出子
　
子
　
不明
　
共有権確認等
　
母の死後
　
相続
　
╳
　
母の認知必要
　
⑫ S10.7.16
　
M45
　
私生子
　
祖父母の嫡出子
　
子
　
検察官＊
　
身分確認請求
　
母の死後
　
不明
　
╳
　
＊戸籍上の両
親死亡
⑬ S17.3.10
　
T1
　
私生子
　
父方祖父母の嫡出子
　
実父
　
検察官＊
　
父確認請求
　
戸籍上の父母の
死後
恩給？
　
╳
　
＊子戦死
　
⑭ S25.12.28
　
S15
　
私生子
　
実母の兄夫婦の嫡出
子
戸籍上の母
　
子
　
身分関係不存在
確認請求
戸籍上の父の死
後
○
　
⑮ S49.12.23
　
S15
　
嫡出子
双子の 1人
別の夫婦の嫡出子
　
戸籍上の父の
非嫡出子＊
子
　
相続回復請求
　
戸籍上の父の死
後
相続
　
○
　
＊事実上の後妻
の子（死後認知）
3
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⑯ S50.4.8
　
T11
　
嫡出子
　
別の夫婦の嫡出子
　
戸籍上の母
　
子
　
相続回復請求
　
戸籍上の父の死
後
相続
　
○
　
母子関係不存
在確認確定
⑰ S27.10.3
　
T2
　
私生子
　
別の夫婦の嫡出子
代諾養子
養父の後妻
の子
子、養父
　
養子縁組無効確
認請求
╳
　
追認肯定
　
代諾養子縁
組時 2歳
⑱ S53.2.24
　
S21等
　
婚外子
　
実父の嫡出子
　
子
　
実父の債務
者
貸金請求
　
戸籍上の父の死
後
貸金
　
○
　
認知の効果
　
⑲ S37.4.27
　
T6
　
私生子
　
別の夫婦の嫡出子
実母の養子
実母
　
子
　
親子関係存在確
認請求
離縁、実父と養
子縁組後
母子関係
　
○
　
母子関係認知
不要
⑳ S34.5.12
　
T4
　
私生子
　
父方の祖母の子
　
実父母
　
検察官＊
　
親子関係不存在
確認請求
戸籍上の母の死
後
恩給
　
╳
　
＊子S19年戦
死
㉑ S37.7.13
　
　
不明
　
　
不明
　
　
別の夫婦の嫡出子
　
　
戸籍上の母
とその子
　
子、抵当権
者
　
抵当権設定登記
抹消請求
　
戸籍上の父の死
後
　
抵当権
　
　
╳
　
　
亡父との親子関
係不存在確認、
23条審判の効力
㉒ S39.3.17
　
M36
　
私生子
　
姉の私生子
　
戸籍上の母
の姉の子
戸籍上の母
の夫の妹
遺産分割無効確
認
戸籍上の母の死
後
相続
　
○
　
民事訴訟
　
㉓ S45.7.15
　
T10
　
嫡出子
　
別の夫婦の嫡出子
　
実母
　
検察官
　
母子関係存在確
認請求
恩給？
　
○
　
死者との親子
関係確認認容
子S19年戦
死
㉔ S56.6.16
　
S13
　
不明
　
別の夫婦の嫡出子
　
戸籍上の父
の先妻の子
子、戸籍上
の母
親子関係不存在
確認請求
戸籍上の父の死
後
相続
　
○
　
父母合一確定
不要
父子関係不
存在のみ
㉕ S56.10.1
　
S11
　
（嫡出子）
　
祖父母の嫡出子
　
母の妹
　
子
　
親子関係不存在
確認請求
戸籍上の父母の
死後
相続
　
○
　
推定家督相続
人の婚姻
㉖ H9.3.11
　
S17
　
不明
　
別の夫婦の嫡出子
　
戸籍上の親
の養子
子、戸籍上
の母
親子関係不存在
確認請求
戸籍上の父の死
後
相続
　
○
　
権利濫用否定
　
㉗ H18.7.7
　
　
S16
　
　
嫡出子
双子の 1人
　
別の夫婦の嫡出子
　
　
戸籍上の親
の子
　
子
　
　
親子関係不存在
確認請求
　
戸籍上の姉の死
後
　
相続
　
　
╳
　
　
実親子関係不
存在確認請求
権利濫用肯定
㉘ H18.7.7
　
S18
　
不明
　
別の夫婦の嫡出子
　
戸籍上の母
　
子
　
母子関係不存在
確認請求
戸籍上の父の死
後
母の相続
？
╳
　
権利濫用肯定
　
父子関係不存
在確認（別訴）
婚外子：夫の婚姻外で生まれた子
別の夫婦の嫡出子：届出夫婦のわらの上からの養子
代諾養子：虚偽の嫡出子出生届による戸籍上の父母の代諾による養子縁組
実父の嫡出子：父とその妻の子として出生届
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